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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
ブタジエンを主とする合成ゴムは数多く工業化されているが,新しい共重合体でさらにすぐれたものが
つくられる｡また,分子量やその分布を調整することも合成ゴムの改良には重要である｡著者は有機金属
触媒や重合度調整剤を研究して新しい方法をいくつか見出した｡とくに分子量ジャンプ剤,アルフィソ触
媒重合の分子量調整剤の発見とその作用機構,イソプレンとブタジエンの共重合とシスートランス構造の
関係を Ti,Coや Li一触媒で調べた｡また種々のジエソとアクリロニトリルの交互共重合体を得た｡主な
成果はつぎの通 りである｡
1.ブタジエンー スチレンの共重合ではホモポ1)マ-も副生するが,ジメチルホルムアミドでポリスチレ
ンを,ジオキサンでポリブタジエンを抽出分離できる｡
2.ニッケル触媒によるブタジエンのシス重合において,少量のスチレンと臭化第三ブチルを重合の終
期に加え,120℃以上に加熱すると分子量のジャンプが起る｡カップリング反応による｡
3.アルフィン触媒によるブタジエンの重合では重合度調整剤が必要である｡従来のジヒドロナフタレ
ンに代 り,1,4-キサジエソのような鎖状非共役ジエソが良いことを見出した｡
4.調整剤は一種の連鎖移動剤として働き,調整剤の酸性が pka26-33ぐらいのものがよい｡酸性度の
小さいものは能力なく,大きいものは連鎖移動を行うが再開始の能力がない｡
5.イソプレンとブタジエンの共重合で,TiCj241Et3AB触媒ではイソプレン部分がシス,TiI4-Et3AB
触媒ではブタジエン部分がシスとなり単独重合の性質がそのまま反映する｡
6.ブチルリチウムによる共重合ではブタジエンがまず重合し,ついでイソプレンが重合する｡ 単独重
合ではイソプレンの方が速やかに重合する結果と対照的である｡
7.ニッケル化合物-BF3-Et3AB触媒によるイソプレンー ブタジェンの共重合で,耐カット性,引裂強度
の大きいゴムが得られた.コバル ト化合物IBF3-Et3AB触媒でも高い収率で共重合体が得られるがイソプ
レン部分のシス構造は少なくなる｡
8.EtABC一g2-VOC-e3触媒でアクリロニトリルと種々のジエソとの交互共重合体が得られるが,2,3ジメ
ー 808-
テルブタジエンやクロロプレンはシス1,4構造, イソプレンや1,3-ペンタジエンは トランス1,4構造とな
る｡これらのゴムは強度が著しく高く,応カ 歪ー一強度曲線より見て配向を示している｡
以上のように本論文はジエソの重合や共重合について新しい重合度調整剤や共重合体について多くの知
見を与えたもので,学術上工業上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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